
学
会
の
魅
力
向
上
へ
連
携
施
策
強
化

齊藤潔品質工学会会長

会長就任にあたって
　
２
０
１
４
年
６
月
の
総
会
に
お

い
て
、
第
８
代
の
品
質
工
学
会
会

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
私
と

品
質
工
学
と
の
関
わ
り
は
、
１
９

７
５
年
頃
、
日
本
規
格
協
会
主
催

の
実
験
計
画
法
セ
ミ
ナ
ー
で
田
口

玄
一
博
士
の
指
導
を
直
接
受
け
た

こ
と
か
ら
始
ま
っ
て
、
担
当
者
、

技
術
開
発
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

年

に
及
ぶ
全
社
推
進
の
取
り
組
み

と
、
幅
広
く
長
き
に
わ
た
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
生
か

し
微
力
な
が
ら
、
学
会
の
さ
ら
な

る
成
長
に
貢
献
す
る
決
意
で
す
。

　
今
年
の
研
究
発
表
大
会
で
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
マ
ク
ロ
視
点

議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

部
分
最
適
か
ら
全
体
最
適
へ
、
技

術
改
善
か
ら
技
術
開
発
へ
、
組
織

の
壁
を
越
え
た
連
携
の
必
要
性
、

エ
コ
シ
ス
テ
ム
、
創
造
性
の
発
揮

な
ど
、
真
剣
に
議
論
が
進
ん
で
い

ま
し
た
。
効
率
性
、
経
済
性
を
高

め
て
、
「
一
人
一
人
の
人
間
の
自

由
の
総
和
を
大
き
く
す
る
」
と
い

う
田
口
博
士
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、
今
後
と
も
活
発

に
議
論
を
継
続
し
、
実
効
性
を
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
学
会
運
営
上
の
最
大
の
課
題
は

「
如
何
に
し
て
学
会
の
魅
力
を
向

上
さ
せ
る
か
」
に
あ
り
ま
す
。
企

業
や
経
営
者
に
向
け
て
は
マ
ク
ロ

視
点
の
展
開
と
そ
の
理
解
を
深

め
、
経
営
者
懇
談
会
な
ど
積
極
的

な
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
規
格
原
案
作

成
委
員
会
の
努
力
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
化
し

た
Ｒ
Ｐ
Ｄ

ロ
バ
ス
ト
パ
ラ
メ
ー

タ
ー
デ
ザ
イ
ン

の
活
用
・
展
開

も
そ
の
一
つ
で
す
。
加
え
て
官
公

庁
や
大
学
・
教
育
界
と
の
連
携
施

策
も
強
化
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
品
質
工
学
会
は
オ
ー
プ
ン
に
自

由
闊
達
に
議
論
を
行
う
こ
と
が
特

か
っ
た
つ

徴
で
す
。
広
い
分
野
か
ら
多
く
の

方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　第 回品質工学研究発表大会において、 件の発表の中から
「公益財団法人精密測定技術振興財団品質工学賞発表賞」の金賞１
件と銀賞３件を選定した。また、大会実行委員長と品質工学会会長
がそれぞれ独自で選定し決定される、「品質工学研究発表大会　大
会実行委員長賞 、 品質工学会　会長賞」も１件ずつ選定された。

画像シミュレーション技術を用いた構想設計の最適化検討

銀　賞

　
近
藤
芳
昭
氏

写
真

、

田
村
希
志
臣
氏

コ
ニ
カ
ミ

ノ
ル
タ

　
複
写
機
・
デ
ジ
タ
ル
印
刷

機
の
よ
う
な
複
雑
な
製
品
に

お
い
て
は
、
開
発
初
期
か

ら
、
量
産
段
階
や
市
場
で
の

安
定
性
を
見
越
し
た
包
括
的

な
構
想
設
計
が
必
要
で
あ

る
。
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に

最
適
化
を
進
め
る
従
来
法
で

は
、
全
体
最
適
化
が
困
難

で
、
大
幅
な
設
計
手
戻
り
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
。

　
本
研
究
で
は
包
括
的
な
全

体
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ

ル
を
自
作
し
、
パ
ラ
メ
ー
タ

ー
設
計
も
実
施
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
部
分
最
適
化

の
弊
害
を
回
避
し
、
効
率
良

く
全
体
最
適
設
計
を
実
現
で

き
る
こ
と
を
示
し
た
。

品
質
工
学
会
　
会
長
賞

合
成
樹
脂
材
を
用
い
た
養
殖
か
き
採
苗
法
の
検
討

　
高

英
之
氏

写
真

、

水
野
健
一
郎
氏
、

広
島
県

立
総
合
技
術
研
究
所

　
年
々
高
ま
る
か
き
の
生
産

需
要
に
応
え
る
に
は
、
か
き

養
殖
の
最
上
流
に
あ
た
る
採

苗
段
階
の
高
効
率
化
が
欠
か

せ
な
い
。
そ
の
実
現
に
向
け

て
、
本
研
究
で
は
現
行
の
採

苗
器
で
あ
る
天
然
ホ
タ
テ
貝

殻
に
代
え
て
、
加
工
の
容
易

な
合
成
樹
脂
製
の
採
苗
器
の

採
用
と
そ
の
条
件
最
適
化
に

取
り
組
ん
だ
。

　
実
用
化
に
向
け
て
は
ま
だ

多
く
の
課
題
を
残
す
も
の

の
、
昨
年
発
表
さ
れ
た
、
か

き
鮮
度
評
価
技
術
の
開
発
に

続
く
、
品
質
工
学
を
水
産
技

術
に
活
用
展
開
す
る
先
進
的

な
取
り
組
み
で
あ
る
。

ＭＴシステムによる赤潮発生判別の試み

銀　賞

　
水
野
健
一
郎
氏

広
島
県

立
総
合
技
術
研
究
所

　
い
っ
た
ん
赤
潮
が
発
生
す

る
と
、
多
く
の
水
産
業
者
、

特
に
養
殖
業
者
が
甚
大
な
損

害
を
受
け
る
。
も
し
、
事
前

に
赤
潮
の
発
生
場
所
と
そ
の

規
模
を
精
度
良
く
予
測
で
き

れ
ば
、
そ
の
被
害
を
最
小
化

す
る
た
め
の
方
策
を
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
本
研
究
は
、
ま
だ
特
定
の

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
種
に
絞
っ
た

検
討
だ
が
、
品
質
工
学
独
自

の
予
測
技
術
で
あ
る
Ｍ
Ｔ
シ

ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
赤
潮
発
生
の
高
精
度
な

予
測
実
現
に
見
通
し
を
得

た
。

はみがきチューブ接着工程の最適化

銀　賞

　
安
藤
欣
隆
氏

ヱ
ス
ケ
ー

石
鹸

　
市
場
品
質
ト
ラ
ブ
ル
に
端

を
発
し
た
本
取
り
組
み
は
、

単
な
る
品
質
問
題
解
決
の
活

動
に
終
わ
ら
せ
ず
、
損
失
関

数
を
基
軸
に
し
た
本
質
的
な

課
題
解
決
と
組
織
メ
ン
バ
ー

の
意
識
改
革
活
動
へ
と
展
開

さ
せ
た
。
損
失
関
数
は
開

発
、
生
産
、
品
質
保
証
な
ど

機
能
の
異
な
る
部
門
に
共
通

の
価
値
基
準
を
与
え
、
組
織

全
体
の
一
体
化
を
も
た
ら
し

た
。
本
質
的
な
最
適
化
を
追

求
し
た
組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
実
践
研
究
で
あ
る
。

金
　
賞
有
害
物
質
を
出
さ
な
い
こ
と
か
ら
作
ら
な
い
こ
と
へ
（
第
２
報
）
―
毒
性
推
定
シ
ス
テ
ム
の
研
究
―

　
新
規
に
設
計
・
合
成
し
た

化
学
物
質
は
、
外
部
認
証
機

関
に
よ
る
有
害
性
の
有
無
判

定
が
必
須
で
あ
る
。
し
か

し
、
そ
の
判
定
に
は
多
く
の

試
験
費
用
と
試
験
期
間
が
必

要
で
あ
り
、
開
発
効
率
悪
化

の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
研
究
は
新
規
化
学
物
質

を
、
実
際
に
合
成
す
る
前
に

そ
の
構
造
か
ら
有
害
性
の
有

無
と
そ
の
程
度
を
定
量
推
定

す
る
技
術
の
開
発
に
取
り
組

ん
だ
も
の
で
あ
る
。
推
定
に

あ
た
り
、
複
雑
な
化
学
的
特

性
値
を
用
い
ず
に
化
学
構
造

式
の
情
報
だ
け
か
ら
十
分
な

精
度
で
推
定
で
き
る
方
法
を

提
案
し
た
。

　
戸
枝
孝
由
氏

写
真

、

木
田
修
二
氏
、
飯
島
裕
隆

氏
、
朝
武
敦
氏
、
山
内
正
好

氏
、
高
木
俊
雄
氏
、
田
村
希

志
臣
氏
コ
ニ
カ
ミ
ノ
ル
タ

品
質
工
学
研
究
発
表
大
会
大
会
実
行
委
員
長
賞

着
磁
条
件
に
よ
る
磁
石
表
面
の
磁
束
密
度
分
布
制
御

　
山
村
英
記
氏

東
海
理

化　
多
極
磁
石
か
ら
な
る
無
接

点
ス
イ
ッ
チ
の
磁
束
密
度
制

御
に
あ
た
り
、
生
産
技
術
の

立
場
か
ら
着
磁
工
程
の
最
適

化
に
取
り
組
み
、
一
定
の
性

能
安
定
化
を
実
現
し
た
。
そ

の
取
り
組
み
は
、
同
時
に
、

生
産
技
術
か
ら
の
改
善
の
限

界
も
示
し
て
い
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
設
計
自
体
の
修
正
の

必
要
性
を
適
切
に
判
断
で

き
、
設
計
改
善
の
動
き
に
結

び
つ
け
た
。
開
発
設
計
と
生

産
技
術
が
一
体
と
な
っ
て
大

き
く
性
能
向
上
を
果
た
し
た

実
践
例
の
報
告
で
あ
る
。

第
７
回
品
質
工
学
技
術
戦
略
研
究
発
表
大
会
品
質
工
学
の
果
た
す
べ
き
役
割
を
探
る
―
マ
ク
ロ
視
点
か
ら
の
戦
略
的
評
価
基
準
の
決
定
―

◆
日
　
時

　

月

日

金

時
―

時

◆
場
　
所

　
星
陵
会
館
ホ
ー
ル

東
京
永
田
町

　　
●
研
究
発
表
予
定
テ
ー
マ
と
内
容

仮
　
「
工
業
基
準
に
お
け
る
標
準
設
定

方
法
の
研
究
」
矢
野
宏
氏

応
用
計

測
研
究
所

硬
さ
標
準
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
寸
法
標
準
、
標
準
ガ
ス
の
設

定
に
、
い
か
に
品
質
工
学
を
活
用
し

た
か
。

　
「
硬
さ
標
準
統
一
の
仕
事
の
壁
と

の
戦
い
と
ベ
ア
リ
ン
グ
の
硬
さ
の
損

失
関
数
に
よ
る
評
価
」
中
井
功
氏

ア
サ
ヒ
技
研

工
業
標
準
設
定

の
中
で
の
、
硬
さ
標
準
設
定
の
闘
い

と
そ
の
裏
付
け
と
し
て
の
損
失
関

数
。

　
「
損
失
関
数
を
活
用
し
た
大
規
模

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
防
災
備
蓄
の
検

討
」
曽
我
光
英
氏

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク

ス

品
質
工
学
の
価
値
標
準
と
し

て
の
損
失
関
数
の
具
体
的
活
用
か
ら

学
べ
る
こ
と
。

　
「
技
術
展
開
の
実
践
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
お
け
る
機
能
性
評
価
基
準
―
品

質
工
学
誌
の
論
文
か
ら
推
測
す
る
技

略
の
展
開
の
具
体
化
」
吉
澤
正
孝
氏

Ｑ
Ｄ
Ｓ

田
口
玄
一
博
士
の
実

践
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
で
の
戦
略
的

価
値
基
準
を
追
う
。

　
「
経
営
か
ら
視
座
し
た
品
質
工
学

推
進
の
課
題
」
近
岡
淳
氏

近
岡
技

術
経
営
研
究
所

企
業
の
中
で
、

品
質
工
学
が
人
で
な
く
組
織
と
し
て

定
着
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
る
べ
き

か
。

　
●
特
別
講
演

　
「
Ｙ
Ｋ
Ｋ
に
お
け
る
技
術
戦
略
と

品
質
工
学
」
大
谷
渡
氏

Ｙ
Ｋ
Ｋ
取

締
役
副
社
長

　　
●
問
い
合
わ
せ
先
は
品
質
工
学
会

事
務
局

電
話
０
３
・
６
２
６
８
・
９
３
５

５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
・
６
２
６
８
・
９

３
５
０

２０１４年　公益財団法人　精密測定技術振興財団　品質工学賞　発表賞
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